




新たな地域リーダー育成のための女子力発揮事業研修会開催報告
一般社団法人宮城県畜産協会

馬事畜産振興の活動について
「馬事畜産振興現地検討会」の報告

「岩手競馬ファン感謝・畜産フェア」開催

県内の畜産経営で働く女性の交流と将来の地域女性リーダー候補の育成を目的として、本会主催による「新
たな地域リーダー育成のための女子力発揮事業研修会」を、去る平成27年11月25日（水）に大崎市古川のグラ
ンド平成にて開催いたしました。

午前の部として、畜産経営で働く若手女性11名の方々に参加いただき、「畜産で働く女性について」をテー
マに、日頃自身が抱いている家庭・仕事の悩みや将来の目標について意見交換を行いました。

午後の部として、畜産関係者を対象として日本女子大学客員教授の
安倍澄子先生を講師に迎え、「畜産業における女性の仕事と生活のバラ
ンスについて」と題して、「消費者の立場で生産を行う時代であり、生
活者として女性農業者の役割は重要。」、「家族労働協定を結び、畜産業
への女性の意見を取り入れられる環境づくりも必要。」等、女性の役割
の重要性についてご講演いただきました。

参加者からは、「自分が日頃悩んでいることを共有できる人が沢山い
ることがわかり励みになった。」、「フードビジネスのシステム化の流れ
がとても勉強になった。」等といった意見が出されました。

今後も、畜産に従事する女性を対象とした研修会等を開催していき
たいと考えておりますので、是非ご参加ください。� （経営支援課　伊藤利樹）

平成27年11月16日（月）、岩手競馬水沢競馬場において、地方競馬の
普及啓蒙に資するため宮城県地域畜産振興協議会（一般社団法人宮城
県畜産協会）主催による現地検討会を開催しました。

地方競馬は、一昨年と比べると売上はやや増加したものの、来場者
数は減少傾向が続いている状況です。この状況を憂慮しつつも、参加
者は競走馬の迫力とレースを楽しんでいました。参加した方からは、
来年も参加したい、ぜひこの研修会を継続していってほしい、との声
もあり、好評を博した研修会でした。

地方競馬の普及啓蒙を目的に、平成27年11月29日（日）、岩手競馬水沢競馬場において一般社団法人宮城県
畜産協会、一般社団法人岩手県畜産協会による「岩手競馬ファン感謝
デー・畜産フェア」を開催しました。

地方競馬のファンの獲得と畜産物消費拡大を目的に、来場者へ畜産
加工品（宮城県からはもち豚キーマカレー）の引換券計700枚を配布・
引換を行いました。

当日は、JRAのＧ１レース、ジャパンカップの場外発売もあり、多
くの来場者で賑わい、競馬を楽しんだあとに、畜産加工品をプレゼン
トされた来場者は、大変よろこんでいました。

〈人の動き〉みやぎの酪農農業協同組合
１　退職（平成27年９月30日）

氏　　名 事　由 旧　職
佐藤　規之 定年退職 仙南集乳所所長

　　　　 （平成27年10月31日）
氏　　名 事　由 旧　職

飯塚　倫康 定年退職 指導課課長

２　人事異動（平成27年11月１日）
氏　　名 新 旧

菅原　久義 指導課課長 登米事業所所長

鎌田　秀治 登米事業所所長 指導課指導係長

３　採用（平成27年10月１日）
氏　　名 新

佐藤　規之 仙南集乳所所長

（総務課　山崎　哲）

講師の日本女子大学　安倍澄子先生
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私が宮城県農業大学校に
入学した理由は、登米市にあ
る祖母の家で行っている酪農
経営の将来の後継者として、
知識や技術を身につけたかっ
たからです。私は生まれも育
ちも千葉県で、家は非農家で
あり高校は普通科であったた

め畜産業というものを身近に感じることはほとんどあ
りませんでした。しかし、小さい頃から長期休暇を
利用しては祖母の家を訪れ、作業を手伝ったりして
いました。普段の生活とは全く違った環境で物珍し
さからか、次第に畜産というものに興味を持つよう
になりました。高校に進学し、将来の進路を考えた
とき、迷いなく酪農が頭に浮かびました。「祖母の家
を継ぎたい、もっと規模拡大したい」その思いは募
るばかりでした。同じ志を持った人とのネットワーク
が重要と考えた私は地元を離れ、祖母の家のある宮
城県の農業大学校へと入学することを決意しました。
そして現在、同じ目標を持った仲間達にもたくさん
出会うことができました。皆、しっかりとした目標が
あり、それに向けて努力している姿に強い刺激を受
けながら日々勉学に励んでいます。宮城県農業大学
校では家畜人工授精師の資格を取得することができ
ます。これは将来畜産経営をやっていく上で大変役
に立つ資格です。私自身も努力の甲斐があり取得す
ることができ、将来の夢へと一歩近づくことができ
たことを実感しています。

現在、農業という職業は高齢化が深刻な問題になっ
ています。しかし、私はこの現状に強いやる気を感
じています。なぜなら私達の世代の頑張り次第で、
これからの農業はいくらでも変わっていくと思って
いるからです。今、私達ができることはこれから農
業を目指す若者達に農業の強さ、素晴らしさを伝え、
憧れを抱かせるような、そんな農家になることだと
思っています。これからの農業が少しでも明るくな
るよう、日々の努力を続けていきたいと思っています。

〈農業大学校生の抱負〉

将来にむけて
宮城県農業大学校畜産学部

酪農専攻　２年　七尾丈一郎

〈衛生便り〉
豚丹毒に注意 ! !

〜的確なワクチン接種で予防を〜
東部家畜保健衛生所

豚丹毒は豚丹毒菌の感染により起こる疾病で、豚
の他、ヒトを含むほ乳類や鳥類に感染する人畜共通
感染症です。豚での症状は、敗血症型、心内膜炎型、
関節炎型、蕁麻疹型に分類され、届出伝染病に指定
されています。と畜時に病変（心内膜炎、関節炎）
が発見されると「全部廃棄」、生体検査で蕁麻疹型
と診断されると「と畜禁止」で持ち帰りになります。

本菌の感染経路は主に経口ですが、創傷でも感染
が起こります。通常は不顕性感染で、保菌豚の消化
管や扁桃に常在します。こうした豚は一見健康です
が、糞尿から排菌して環境を汚染し、高温、寒冷、
密飼い、群替え、輸送等のストレスにより豚の抵抗
力を弱める条件が加わることで発症に至ります。

本菌への防御メカニズムでは、液性免疫（抗体産
生）が重要です。菌体表面の抗原（SpaA）に特異
的抗体（IgG）が結合することで、菌は好中球やマ
クロファージに貪食されて殺菌・排除されます。こ
のことから、予防には衛生管理の徹底に加えて、ワ
クチン接種が極めて有効です。本病のワクチンに
は、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、繁殖豚や
子豚に使用しますが、移行抗体の消失に長期間を有
するため、子豚での接種時期や接種方法等は農場毎
の状況に合わせて実施しましょう。

豚丹毒は有効なワクチンがあったこと、ペニシリ
ン系薬剤の使用で比較的容易に治療できることか
ら、生産現場では「過去の病気」と軽視され、近年、
ワクチン接種率が低下しています。このため、と畜
場での本病の摘発は増加傾向を示し、今年度は県内
でも出荷間際の肥育豚での農場内集団発生による死
亡が報告されています。本病は、決して過去の病気
ではなく、一度発生すれば経済的被害の大きい重要
疾病です。的確なワクチン接種と衛生管理の徹底
で、確実に予防しましょう。

（防疫班　柴田千尋）
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地方競馬全国協会からのご案内
「地方競馬の馬主になりたい！」という方は地方競馬全国協会までご連絡下さい。
地方競馬の馬主登録制度についてご案内いたします。
なお、地方競馬の馬主情報については、地方競馬サイト（http://www.keiba.go.jp/）でもご覧になれます。

（担当：審査部登録課　電話０３－３５８３－２１４２）

〈畜試便り〉

豚の精液性状に及ぼす環境要因の影響

宮城県畜産試験場
目的

近年、牛のみならず豚においても、人工授精（ＡＩ）技術は広く普及しており、ＡＩ用精液の需要は年々
高まっています。一方、精液性状は、環境要因に大きく影響され、特に夏期の暑熱による精液性状への悪影
響が懸念されております。このため、高まる需要に応えるには、精液性状の改善は重要な課題です。そこで、
畜産試験場の2007年〜2015年までのデュロック種の採精記録を用い、精液性状に及ぼす環境要因の影響を検
討した結果、基礎的なデータが得られましたのでご紹介します。

成果
精子活力は、８月に最も低くなり、２月に最も高くなりました（図１）。一方、総精子数も夏に減少しまし

たが、９月が最も減少していることが分かりました（図１）。
また、精子活力は、若い月齢の方が高く、歳を経るにつれて減少傾向でした（図２）。総精子数は、17ヶ月

齢までは増加傾向であり、その後はやや減少傾向でした（図２）。

精液性状からみた雄豚管理
精液性状は、一般的によく言われているとおり夏に大きく悪化することが統計学的にも明らかとなりまし

た。精子活力の低下は、受胎率の低下と直結するため、夏期には本交だけではなく、検査済みのＡＩ用精液
を有効に利用することも産子数の確保につながると思います。総精子数については、９月が底となるため、
夏の暑さのピーク時に乗駕欲の旺盛な豚でも油断せず、暑熱対策を行う必要があります。また、本交（採精）
の間隔が短すぎると総精子数のさらなる減少となるので注意が必要です。

精子活力および総精子数共に月齢を経るにつれて減少傾向であることから、定期的な種豚の更新が必要と
思われます。一方、12ヶ月齢を超えた比較的若い雄は、精子活力と総精子数共に良好でした。畜産試験場に
おいても、夏期に一時的に若雄を増やすことで、高まる需要に対応しており、暑熱対策として若雄を積極的
に使用することは一つの有効な手段かもしれません。

（種豚家きん部　斉藤隼人）

図１　精子活力と総精子数に及ぼす月の影響 図２　精子活力と総精子数に及ぼす月齢の影響

平成28年１月20日 第276号（　）10 （隔月１回発行）



〈全共便り〉

第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向けて

第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会

いよいよ来年に迫った大会本番に向けて、昨年から大会の実施計画策定業務を開始しました。
実施計画策定業務では、審査場や牛舎等の配置といった会場計画のみならず、大会期間中の催事計画や一

般来場者の誘導等に関する運営計画、全国から集まる出品牛・出品者が安心して快適に過ごせるための環境
整備など大会本番の多岐にわたる部分について、具体化する作業を進めています。

５年に一度の全国大会にふさわしい雰囲気を作り上げるとともに、最高級牛肉である「仙台牛」ブランドの
発信や食・観光・物産といった宮城県の魅力のＰＲ、
東日本大震災からの復興の姿を県内外に示し、御支
援いただいた多くの方々に感謝の気持ちを伝えられ
る大会を目指して、計画策定に取り組んでいます。

関係者だけでなく一般来場者の方にも満足してい
ただけるよう、屋外ステージでのイベントや楽しみ
ながら学べる和牛の魅力ＰＲ展示エリアなども計画
しています。さらに、前回大会でも大人気であった
全国銘柄牛の試食コーナーも計画しており、この機
会にぜひ全国の有名ブランド牛を味わっていただき
たいと思います。皆様の御来場をお待ちしています。

第11回全国和牛能力共進会宮城大会トラベルセンターを、平成27年12月25日、株式会社農協観光宮城支店
内に設置しました。

同日は、トラベルセンター設置にあたり、全共宮城大会マスコットキャラクター「牛政宗」くんも応援に駆
けつけました。

このトラベルセンターは、出品者・出品関係者・来賓等の宿泊先の確保・調整と会場への輸送等を円滑に
行うために設置したもので、幹事社の株式会社農協
観光宮城支店、構成社の株式会社JTB東北及び株式
会社近畿日本ツーリスト東北の３者で構成されてお
ります。

平成28年１月から宿泊先の配置・料金設定などの
調整作業に入るとともに、宮城県の魅力のＰＲ・東
日本大震災からの復興と支援の感謝をテーマとし
た、全共宮城大会と県内各地を組み合わせた各種観
光プランの策定にも取りかかります。

なお、宿泊申込みの受付時期は、平成28年後半を
予定しており、大会期間中、全国各地からの大会関
係者延べ２万人の利用を見込んでおります。

（第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会事務局　三浦光也・四ノ宮徹）

イメージパース

トラベルセンター看板設置に駆けつけた牛政宗くん

実施計画策定業務を開始しました 〜大会本番に向けた準備が着々と進んでいます！〜

トラベルセンターの設置について
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宮 城 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会 長

全国農業協同組合連合会宮城県本部長

宮 城 県 農 業 共 済 組 合 長 理 事

み や ぎ 農 業 振 興 公 社 理 事 長

みやぎの酪農農業協同組合代表理事組合長

宮 城 県 家 畜 商 協 同 組 合 理 事 長

全 国 和 牛 登 録 協 会 宮 城 県 支 部 長

宮 城 県 ホ ル ス タ イ ン 協 会 長

宮城県ホルスタイン改良同志会長

宮 城 県 家 畜 人 工 授 精 師 協 会 長

宮 城 県 畜 産 協 会 長

石 川 壽 一

菊　 地　　　　 潔

三 浦 恒 一

髙 橋 正 道

伊 藤 一 成

齋 藤 哲 司

高　 橋　　　　 修

渡　 辺　　　　 博

半 澤 善 幸

菅 原 三 郎

石 川 壽 一

賀　　　春
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